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あらまし 

再々履修者用の英語必修科目「英語リスニング＆スピーキング2」において，学習意欲が低く，学習に嫌悪感さえ

持つ学習者に，学習意欲を持たせ，授業に出席する意義を感じさせることを目標に実施した授業の報告をする．まず

学生とコミュニケーションを密にとり，根本的な原因を見つけ出した．そして，学生の学習意欲を高めるための試み

を3つ実行した．①宿題は毎週の小テストのために自立学習をすること，②生の教材を使うこと，③自信を持ってで

きる発表形式に変更すること．その結果，授業にきちんと出席し，意欲が向上し自主的に学習するようになり，小テ

ストの成績が上昇し，クラスの雰囲気が明るくなり，学習を楽しむようになった． 

 
Abstract 

This paper explains how an instructor motivated students to attend and pass a required English course that they had failed 
twice before, largely due to absences. The instructor first looked for the causes of the students’ absences by listening to them 
carefully. Then she made three revisions in class activities: autonomous study as homework, authentic materials, and an 
attainable presentation style. Students gradually learned the meaning of doing homework and class activities, became more 
motivated, improved their quiz scores, and made good relationships with classmates, which led them to attend classes regularly 
and pass the course. 
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1. はじめに 

 
情報通信学部では，グローバルに仕事ができるエン

ジニアの育成をめざし，学部開設時以来，高い専門知

識・技術の育成に加え，英語コミュニケーション力の

養成も，教育の柱のひとつとしてきた．そのため，必

修英語科目においては，学力に応じて8レベルにクラ

ス分けし，授業に主体的に参加させ，積極的に活動さ

せることを重視して指導している．また，4科目の英

語必修科目(英語リーディング＆ライティング1, 英

語リスニング＆スピーキング1, 英語リーディング＆

ライティング2, 英語リスニング＆スピーキング2）の

どの科目においても，発表を行い，発信力の向上に力

を入れている．さらに，学生の学習意欲の維持・向上

のために，学習に対する積極性や学力の向上に伴い，

クラスの入れ替えをセメスターごとに行っている．そ

の成果は，ここ数年におけるTOEICテスト500点以上取

得者の増加1)2)や，スピーチコンテスト，ライティン

グコンテストなどでの受賞結果から，明らかである． 

しかしその一方，大学全入時代に入って以降，さま

ざまな学生が在籍するようになり，卒業に必須である

必修英語科目において，クラスの学習活動に参加する

ことができない学生や，毎週継続して出席することが

できない学生などが，目につくようになり，合格点が

取れず，再履修する学生が多くなってきた．また，複

数の英語必修科目を再履修しなければならない学生

や，再履修しても合格せず，再々履修しなければなら

ない学生も増加してきた．再々履修する学生には，特

別な支援が必要と考えられたため，2015年度より，

再々履修者用の特別クラスを開設している． 

本稿では，再々履修者用の英語必修クラスの現状を

明らかにし，2016年度秋セメに実施した再々履修「英

語リスニング＆スピーキング2」での新たな取り組み

を報告する． 

 

2. 再々履修クラスの現状 
 

2015年春セメスターから2016年度春セメスターま

でに開講した再々履修英語科目は3科目7講座であり，

各科目の履修登録者数はTable 1に示すとおりである． 

これらのクラスは，誰でも自由に履修できるわけで

はなく，過去に2回以上同一科目で不合格となり，再々

履修する必要がある学生以外は原則受講させない方

針で実施している．また，受講生が特殊な問題を持つ

場合もあるため，担当教員はある程度柔軟に指導する

よう，申し合わせている．しかし，必修科目であるた

め，評価において他の学生と比べて，不公平になるこ
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安全性についての課題―価値判断と AIの使用について




